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濫
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三
、
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国
文
献
に
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け
る
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濫
吹
」

四
、
日
本
文
献
に
於
け
る
「
濫
（
乱
・
乱
）
吹
」

五
、
む
す
び

「
　
は
じ
め
に

言
語
に
於
い
て
は
、
語
の
意
味
変
化
と
言
う
と
、
世
の
中
の
万
物
流
転
、
諸
行
無
常
と
同
様
に
時
と
共
に
変
わ
る
も
の
で
あ
る
。
が
、
言

語
も
変
化
す
る
と
こ
ろ
に
本
質
が
あ
る
と
も
言
え
よ
う
。

語
の
意
味
変
化
は
語
彙
体
系
の
歴
史
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
語
の
中
で
質
量
と
も
和
語
と
比

肩
す
る
ほ
ど
の
漢
語
の
意
味
変
化
も
言
う
ま
で
も
な
く
、
日
本
語
の
語
彙
体
系
の
歴
史
の
中
に
内
含
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
日
本
語
の
語

彙
史
と
意
味
史
を
考
え
る
時
に
は
、
漢
語
の
意
味
変
化
に
つ
い
て
の
研
究
は
不
可
欠
で
且
つ
重
要
な
部
分
を
成
す
と
言
え
る
。

漢
語
の
意
味
変
化
は
基
本
的
に
和
語
を
含
め
た
言
語
一
般
の
場
合
に
通
じ
る
も
の
と
変
わ
り
は
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
中
国
か
ら
受



容
し
た
漢
語
は
借
用
の
語
で
あ
る
と
い
う
点
、
漢
字
表
記
で
あ
る
点
に
於
い
て
そ
の
変
化
に
は
和
語
と
は
異
な
る
特
有
の
も
の
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
漢
語
の
意
味
変
化
の
全
貌
を
把
握
す
る
の
に
は
、
多
岐
に
亘
る
変
化
の
し
方
か
ら
類
型
を
見
出
し
、
法
則
性
を
探
る
必
要
が

（1）
あ
る
。
亦
、
漢
語
の
意
味
変
化
は
、
そ
の
出
自
と
な
る
中
国
語
の
元
来
の
意
味
と
日
本
語
で
生
じ
た
新
し
い
意
味
と
の
間
に
何
ら
か
の
形
で

の
類
似
性
が
常
に
内
在
す
る
と
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
を
誘
発
さ
せ
る
、
触
媒
的
な
働
き
を
す
る
言
語
外
部
の
要
因
も
往
々
に
し
て
存
在
す
る
。

因
っ
て
、
意
味
変
化
を
起
こ
す
要
因
の
解
明
、
更
に
そ
の
類
型
を
求
め
る
必
要
も
有
る
。

本
稿
で
は
、
斯
様
な
意
図
に
基
づ
い
て
「
濫
吹
」
を
手
掛
か
り
と
し
て
取
り
上
げ
、
日
本
で
生
じ
た
意
味
と
そ
の
意
味
の
出
所
を
解
明
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
語
に
於
け
る
漢
語
の
意
味
変
化
の
一
類
型
を
求
め
た
い
と
思
う
。
こ
の
「
濫
吹
」
の
意
味
に
つ
い
て
、
例
え
ば
『
大

（2）

漢
和
辞
典
』
に
は
、
「
み
だ
り
に
竿
を
吹
く
こ
と
、
才
能
な
く
し
て
其
の
位
に
居
る
を
い
ふ
」
（
用
例
略
以
下
同
）
と
い
う
意
味
が
記
さ
れ
て
い

る
。
が
、
現
行
の
国
語
辞
典
に
於
い
て
は
、
右
の
意
味
の
以
外
に
「
み
だ
り
な
こ
と
、
乱
暴
」
と
い
う
意
味
も
あ
る
。
辞
書
の
意
味
記
述
か

ら
「
濫
吹
」
の
意
味
変
化
が
生
じ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
意
味
変
化
は
何
時
代
か
ら
、
如
何
な
る
文
献
に
起
こ
っ

た
の
か
、
又
何
故
起
こ
っ
た
か
の
要
因
等
は
説
か
れ
て
い
な
い
。
意
味
変
化
で
大
事
な
こ
と
は
、
意
味
が
A
か
ら
B
に
変
化
し
た
そ
の
こ
と

の
み
な
ら
ず
、
ど
の
よ
う
な
道
筋
を
辿
っ
て
変
化
し
て
い
っ
た
か
（
変
遷
）
、
更
に
そ
の
原
因
が
何
か
と
い
う
点
に
あ
る
。
こ
の
配
慮
の
も
と

に
「
濫
吹
」
と
い
う
漢
語
に
関
し
て
の
研
究
は
管
見
に
入
ら
な
か
っ
た
。

漢
語
の
意
味
変
化
の
類
型
の
一
つ
に
、
あ
る
語
が
あ
る
特
定
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
中
で
殆
ど
規
則
的
に
よ
い
意
味
か
悪
い
意
味
か
の
い
ず

れ
か
の
み
で
用
い
ら
れ
る
も
の
が
存
す
る
。
一
般
に
意
味
が
「
よ
く
」
な
っ
た
の
を
意
味
の
向
上
、
意
味
が
「
悪
く
」
な
っ
た
の
を
意
味
の

（3）
下
落
と
称
さ
れ
る
。
こ
れ
を
分
析
の
視
点
と
し
て
検
討
を
施
す
。

二
、
「
濫
吹
」
　
の
よ
み
と
表
記

漢
語
を
考
究
す
る
時
は
、
そ
の
対
象
が
漢
語
で
あ
る
こ
と
を
確
定
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
よ
み
も
明
ら
か
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
さ

漢
語
の
意
味
変
化
に
つ
い
て
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て
、
「
濫
吹
」
が
漢
語
か
そ
う
で
な
い
か
に
つ
い
て
は
、
次
に
挙
げ
る
古
辞
書
と
訓
点
資
料
か
ら
漢
語
で
あ
る
こ
と
が
判
明
で
き
る
。

濫
悪
謂
捌
ク
　
乱
逆
澗
ン
ケ
キ
　
濫
吹
用
ン
ス
イ
（
黒
川
本
色
葉
芋
類
抄
中
畳
字
4
1
ウ
⑧
）

堪
轡
轡
掛
　
（
易
林
本
節
用
集
憲
）
　
監
鵬
誰
（
伊
京
集
等

こ
こ
に
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
『
黒
川
本
色
葉
芋
類
抄
』
に
於
け
る
「
濫
吹
」
が
「
闘
乱
部
」
に
所
属
し
て
い
る
こ
と
と
、
亦
同
じ
「
聞
乱

部
」
に
掲
出
さ
れ
て
い
る
語
の
意
味
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
濫
吹
」
は
巳
に
悪
の
意
識
を
伴
う
語
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
が

明
白
と
な
る
。

タ

ク

▼

ヨ

　

　

ニ

マ

　

ヲ

コ

リ

　

　

　

ニ

　

　

シ

ケ

ク

講
，
託
由
）
是
間
】
起
　
濫
－
吹
為
）
之
繁
－
生
　
（
久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
巻
二
4
5
②
）

の
如
く
、
「
濫
－
吹
」
に
付
し
て
い
る
音
合
符
か
ら
「
濫
吹
」
は
字
音
よ
み
で
、
二
字
か
ら
な
る
漢
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
る
。

尚
、
日
本
文
献
で
は
、
「
濫
吹
」
と
「
乱
（
乱
）
吹
」
と
の
二
通
り
の
表
記
が
今
回
の
調
査
で
確
認
さ
れ
た
。
何
故
、
か
か
る
二
種
の
表
記

が
併
用
さ
れ
て
い
る
の
か
。
こ
れ
は
恐
ら
く
「
濫
」
と
「
乱
」
と
が
両
字
と
も
「
み
だ
れ
」
と
い
う
意
味
を
共
有
す
る
上
、
音
韻
上
に
於
い

て
も
通
っ
て
い
る
た
め
、
斯
様
な
混
用
を
可
能
な
ち
し
め
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
両
者
と
も
考
究
の
対
象
と
し
て

検
討
を
加
え
た
い
。
「
濫
吹
」
は
漢
語
で
あ
る
以
上
、
そ
の
意
味
変
化
が
あ
る
か
否
か
を
考
え
る
た
め
に
は
、
先
ず
中
国
語
に
於
け
る
そ
の
本

来
の
意
味
が
如
何
な
る
も
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
次
項
で
は
中
国
文
献
に
於
け
る
「
濫
吹
」
を
考
察
す
る
。

三
、
中
国
文
献
に
於
け
る
「
濫
吹
」

中
国
文
献
を
、
そ
の
表
現
形
式
、
内
容
に
よ
っ
て
韻
文
、
散
文
、
俳
書
と
い
う
三
つ
の
文
章
ジ
ャ
ン
ル
に
分
か
つ
こ
と
が
出
来
て
、
そ
れ

ら
を
調
査
し
た
結
果
、
「
濫
吹
」
は
、
悌
書
か
ら
は
そ
の
用
例
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
が
、
中
国
元
来
の
文
章
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
韻

文
、
散
文
に
は
確
認
さ
れ
た
。
但
し
、
管
見
に
入
っ
た
両
文
章
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
検
出
で
き
た
「
濫
吹
」
は
僅
か
十
三
例
に
止
ま
る
。
こ
れ
は

無
論
調
査
の
不
足
に
因
る
所
が
多
い
と
思
う
が
、
使
用
頻
度
と
し
て
は
や
は
り
高
い
と
も
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
殊
に
日
本
文
献
の
そ
れ
と



比
較
し
て
み
れ
ば
、
尚
更
明
断
と
な
る
。
中
国
文
献
に
於
け
る
「
濫
吹
」
の
使
用
状
況
は
次
の
表
一
の
通
り
と
な
る
。

表

吹濫

用

例

献文

文
章
ジ
ャ
ン
ル

1 首十三詩体雑達文

韻

文

1 集畜小偶南王

1 頒行浮融王

2詩周レ・し
114

1詩斉レ・∪
」T

1 詩見正張

1 詩南世虞

1 詩錫萬劉

1 詩経尊慣杉

1 啓勘校謝修陽欧
散

文
1 啓司張上王賓絡

1 亀元府筋

31 計合

次
に
「
濫
吹
」
の
用
例
を
列
挙
し
て
、
そ
の
意
味
を
検
討
す
る
。
尚
、
意
味
分
析
に
際
し
て
「
濫
吹
」
の
使
用
場
面
、
示
す
内
容
、
主
体

等
に
注
目
し
、
そ
れ
ら
を
意
味
分
析
の
指
標
と
し
て
検
討
を
加
え
よ
う
。

m
帯
旅
去
菅
郷
感
遇
喩
琴
悪
日
顧
非
杷
梓
勉
力
在
無
逸
更
以
畏
友
朋
濫
吹
釆
名
宴
　
（
文
選
雑
体
詩
三
十
首
慮
中
郎
講
）

そ
の
使
用
場
面
は
、
劉
堀
に
仕
え
た
塵
誌
が
劉
現
と
の
交
情
を
有
難
く
思
う
と
な
る
。
「
濫
吹
」
の
主
体
が
詩
の
作
者
－
慮
誌
と
な
り
、
そ
の

示
す
内
容
が
慮
謀
自
身
が
劉
堀
の
知
遇
の
恩
を
有
難
く
思
う
こ
と
と
な
る
。
「
た
だ
自
分
の
こ
と
を
考
え
て
み
る
と
、
杷
梓
（
良
い
材
）
の
よ

う
な
も
の
で
は
な
い
の
で
、
楽
し
み
に
耽
っ
て
怠
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
と
心
が
け
、
努
力
し
て
き
た
し
、
更
に
は
亦
他
の
友
か
ら
非
難
さ

れ
は
せ
ぬ
か
と
気
づ
か
っ
た
。
下
手
な
吹
き
鳴
ら
し
方
で
は
（
即
ち
せ
っ
か
く
与
え
ら
れ
た
地
位
の
仕
事
を
果
す
才
能
が
な
く
て
は
）
名
に
相
応
し

い
裏
付
け
と
な
る
実
質
が
な
い
と
て
畿
ら
れ
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
（
つ
ま
り
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
貴
君
に
相
済

ま
ぬ
か
ら
）
と
」
と
い
う
ふ
う
に
解
さ
れ
る
。
「
濫
吹
」
は
、
慮
講
が
才
能
が
あ
る
の
に
、
才
能
が
足
ら
ず
に
そ
の
職
に
勘
え
ら
れ
ぬ
こ
と
を

謙
っ
て
言
う
こ
と
を
表
す
。

拗
弱
齢
参
顧
問
疇
昔
濫
吹
嘘
緑
枕
垂
学
市
長
楊
映
直
慮
　
（
北
周
詩
巻
四
2
3
9
0
庚
信
奉
和
永
典
殿
下
言
志
詩
十
首
）

漢
語
の
意
味
変
化
に
つ
い
て

三
四
七
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庚
信
が
自
分
の
若
い
時
か
ら
優
遇
さ
れ
る
こ
と
を
言
う
場
面
と
な
る
。
主
体
が
詩
の
作
者
庚
信
で
あ
る
。
「
濫
吹
」
の
示
す
内
容
が
自
分
が
才

能
な
く
し
て
そ
の
位
に
居
る
（
官
職
を
勤
め
る
）
こ
と
を
遜
っ
て
言
う
と
な
る
。
つ
ま
り
、
「
濫
吹
」
は
上
司
（
或
い
は
主
君
）
に
対
し
て
そ
の

主
体
が
自
ら
の
無
能
を
圧
す
と
い
う
一
種
の
謙
遜
的
な
表
現
と
も
捉
え
ら
れ
る
。
例
の
と
同
様
に
用
い
る
。

㈲
天
宮
初
動
磐
綻
室
巳
飛
灰
暮
風
吹
竹
起
陽
雲
覆
石
来
折
泳
開
茅
色
除
雪
出
蘭
裁
恵
無
宋
玉
顔
濫
吹
楚
王
墓
　
（
北
斉
詩
巻
二
2
2
7
8
奉
和
冬
至

應
教
詩
安
徳
王
高
延
宗
）

安
徳
王
高
延
宗
が
主
君
の
詩
句
に
和
韻
す
る
時
の
心
情
を
描
く
場
面
と
な
る
。
主
体
が
詩
の
作
者
自
身
で
あ
る
。
「
濫
吹
」
の
示
す
内
容
は
自

分
が
排
を
作
っ
た
彼
の
楚
の
国
の
宋
玉
の
よ
う
な
才
能
が
な
く
、
下
手
な
詩
を
作
っ
て
主
君
の
詩
の
和
韻
に
相
応
し
く
な
い
（
い
わ
ば
大
事
な

地
位
を
賜
っ
た
自
分
が
そ
れ
を
果
す
能
力
を
持
っ
て
い
な
い
と
い
う
気
持
を
も
暗
示
す
る
）
と
い
っ
た
こ
と
を
言
う
。
例
印
刷
と
同
じ
く
重
要
な
位

に
就
い
て
い
る
が
、
そ
れ
を
履
行
す
る
才
能
が
な
い
と
い
う
話
者
の
自
ら
の
卑
下
的
な
表
現
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

今
回
調
査
し
た
限
り
の
中
国
文
献
か
ら
検
出
で
き
た
「
濫
吹
」
は
、
十
三
例
と
な
る
が
、
右
に
挙
げ
た
三
例
の
よ
う
に
、
あ
る
官
職
に
就

い
て
い
る
人
間
が
自
ら
自
分
の
才
能
が
不
足
し
て
、
そ
の
職
（
位
）
に
堪
え
ら
れ
ぬ
こ
と
を
足
す
と
い
っ
た
謙
遜
的
な
意
味
と
し
て
用
い
る
の

が
十
一
例
に
達
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
中
国
文
献
に
於
い
て
中
心
義
を
成
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
残
り
の
二
例
は
次
の
例
の
如
く
使
用

さ
れ
る
。

㈲
太
和
十
五
年
詔
置
楽
官
是
須
任
職
不
得
令
濫
吹
也
遂
簡
置
焉
　
（
新
府
元
亀
）

『
筋
府
元
亀
』
は
宋
の
景
徳
二
（
些
年
、
王
欽
若
等
奉
勅
撰
、
『
太
平
御
覧
』
と
並
ん
で
、
宋
代
の
類
書
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
三
十

一
部
一
千
一
百
部
門
、
歴
代
君
主
の
事
逆
を
収
録
し
、
六
経
子
史
を
主
と
し
て
、
小
説
の
類
は
一
切
入
れ
な
い
。
書
名
は
晋
書
の
葛
洪
博
の

抽
二
奇
新
府
一
、
線
二
百
代
之
遺
編
一
と
尚
書
の
大
南
謀
の
昆
命
二
千
元
撃
の
二
語
と
を
併
せ
取
る
と
い
う
。
例
刷
の
場
面
と
し
て
は
楽
官
を
置

く
た
め
の
詔
書
の
内
容
を
言
う
。
「
濫
吹
」
の
主
体
は
右
に
例
挙
し
た
三
例
の
如
き
詩
の
作
者
自
身
い
わ
ば
一
人
称
と
違
っ
て
楽
官
と
い
う
三

人
称
で
あ
る
。
そ
の
示
す
内
容
は
例
の
畑
畑
の
よ
う
に
、
自
分
が
そ
の
位
に
居
る
才
能
が
あ
る
の
に
、
謙
っ
て
、
な
い
と
い
う
謙
遜
的
意
味



で
は
な
く
、
楽
官
た
る
者
が
才
能
な
く
し
て
そ
の
位
に
就
く
こ
と
を
せ
し
め
て
は
な
ら
ぬ
と
い
っ
た
こ
と
を
言
う
。
つ
ま
り
、
自
ら
自
分
を

妊
す
よ
う
な
卑
下
的
表
現
で
は
な
く
、
本
当
に
才
能
が
な
く
そ
の
位
に
在
る
こ
と
を
示
す
。

以
上
の
文
脈
的
意
味
分
析
を
通
し
て
、
次
の
諸
点
が
判
明
す
る
。
即
ち
、
中
国
文
献
に
於
け
る
「
濫
吹
」
の
主
体
は
そ
の
殆
ど
が
一
人
称

で
、
亦
あ
る
地
位
、
官
職
を
持
っ
て
い
る
所
謂
官
吏
階
層
の
人
と
な
る
。
「
濫
吹
」
と
共
に
伴
っ
て
く
る
行
為
は
、
一
種
の
謙
遜
的
出
来
事
が

そ
の
殆
ど
を
占
め
る
。
つ
ま
り
、
才
能
・
実
力
を
具
備
し
て
、
課
せ
ら
れ
た
職
務
を
果
す
こ
と
が
出
来
る
が
、
主
君
・
上
司
へ
の
忠
誠
・
謙

遜
と
い
う
意
識
か
ら
、
卑
下
的
に
自
ら
を
圧
し
無
能
を
主
張
す
る
。
こ
れ
は
悪
の
意
識
を
伴
う
ど
こ
ろ
か
、
寧
ろ
一
種
の
美
徳
と
し
て
把
捉

さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

右
の
意
味
分
析
か
ら
「
濫
吹
」
の
意
義
は
次
の
よ
う
に
帰
納
で
き
よ
う
。

0
定
め
ら
れ
た
官
務
・
職
務
を
完
う
で
き
る
の
に
、
謙
遜
的
に
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
　
（
十
一
例
）

日
定
め
ら
れ
た
官
務
・
職
務
を
完
う
で
き
な
い
の
に
、
そ
の
位
に
在
る
こ
と
　
（
二
例
）

と
二
つ
に
大
別
で
き
る
が
、
H
の
意
義
は
使
用
例
か
ら
見
れ
ば
、
圧
倒
的
に
多
く
て
、
中
心
的
な
も
の
と
な
る
。
亦
、
決
し
て
悪
の
意
識
を

伴
わ
な
い
も
の
で
あ
る
。
H
と
出
と
の
両
者
の
弁
別
的
な
意
義
特
徴
は
謙
遜
的
か
そ
う
で
な
い
か
と
い
う
点
に
在
る
。
そ
れ
を
捨
象
し
て
、

（4）

両
者
の
間
に
は
「
あ
る
定
め
ら
れ
た
状
態
か
ら
逸
脱
し
て
そ
の
位
に
就
く
」
と
い
う
共
通
的
な
意
義
特
徴
も
認
め
ら
れ
る
。

「
濫
吹
」
と
い
う
語
の
生
成
に
つ
い
て
は
『
韓
非
子
』
の
内
儲
説
上
七
術
倒
言
を
出
典
に
し
て
成
り
立
っ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を

挙
げ
て
み
る
と
、

賛
宣
王
使
人
吹
竿
。
必
三
百
人
。
南
郭
庭
土
請
烏
王
吹
竿
。
宣
王
説
之
。
鹿
食
以
数
百
人
。
宣
王
死
。
滑
王
立
。
好
〓
酷
之
。
虞
士
逃
。

一
日
、
韓
昭
侯
日
。
吹
竿
者
衆
吾
無
以
知
其
善
者
。

「
濫
吹
」
は
、
南
部
庭
土
が
竿
を
吹
く
こ
と
の
出
来
な
い
の
に
、
み
ん
な
に
紛
れ
て
竿
を
吹
く
位
に
就
い
た
と
い
う
故
事
を
本
に
形
成
し
た

の
で
は
な
い
か
と
見
ら
れ
る
。
尚
、
右
の
故
事
を
土
台
に
、
「
濫
吹
」
と
は
ぽ
同
意
で
用
い
る
も
う
一
語
も
出
来
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
濫

漢
語
の
意
味
変
化
に
つ
い
て

三
四
九



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

竿
」
と
い
う
語
と
な
る
。
こ
の
「
濫
竿
」
の
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

朱
丹
既
定
雌
黄
有
別
、
使
夫
懐
鼠
濫
宇
目
恥
　
（
梁
書
庚
肩
吾
侍
太
子
輿
湘
東
王
書
）

の
よ
う
に
「
濫
竿
」
は
「
濫
吹
」
の
H
の
意
義
と
同
じ
く
用
い
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。
亦
、
「
濫
竿
」
も
「
濫
吹
」
と
同
じ
日
本
文
献
に
現

れ
て
、
中
国
語
と
同
じ
意
味
と
し
て
使
用
さ
れ
る
。

但
以
二
口
説
不
ジ
祥
忘
遺
多
臭
不
レ
昇
二
貪
レ
善
之
至
一
懐
示
濫
竿
之
我
後
生
賢
者
幸
勿
喧
喧
焉
　
（
日
本
霊
異
記
上
序
）

「
濫
竿
」
は
編
者
景
戒
が
無
能
の
自
分
が
才
能
の
あ
る
よ
う
に
見
せ
か
け
る
仕
業
（
本
書
を
作
る
こ
と
を
指
す
）
を
謙
っ
て
言
う
こ
と
を
表
す
。

次
の
例
も
同
じ
意
味
紅
い
膏

招
妄
博
之
罪
致
藍
等
之
論
　
（
東
大
寺
諷
諦
文
稿
の
国
語
学
的
研
究
3
0
0
）

「
濫
竿
」
は
、
管
見
に
入
っ
た
日
本
文
献
に
は
確
認
で
き
た
用
例
が
右
に
挙
げ
た
二
例
だ
け
で
、
「
濫
吹
」
と
比
べ
れ
ば
、
そ
の
使
用
量
が
遥

か
に
少
な
い
。
そ
の
上
、
そ
の
意
味
も
本
来
の
中
国
語
の
ま
ま
と
な
る
。

で
は
、
何
故
同
じ
意
味
を
示
す
二
語
が
日
本
文
献
に
於
▼
い
て
は
使
用
上
の
格
差
が
生
じ
た
の
か
。
そ
れ
は
恐
ら
く
日
本
人
が
漢
語
を
導
入

す
る
の
に
当
た
っ
て
、
特
に
類
義
語
を
選
択
す
る
場
合
は
ど
れ
を
選
ん
で
使
う
か
と
い
う
日
本
人
な
り
の
選
別
意
識
が
働
く
た
め
で
は
な
い

か
と
推
測
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
決
し
て
無
区
別
で
手
当
り
次
第
に
摂
取
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
今
日
の
当
用
漢
字
の
選
択
と
相
似
て
い
る
こ

と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
有
り
と
有
ら
ゆ
る
中
国
語
は
日
本
語
に
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
具
体
的
に
「
濫
竿
」
の
日
本
文
献

に
於
け
る
使
用
量
の
極
少
と
意
味
の
不
変
化
と
言
え
ば
、
「
濫
竿
」
を
構
成
す
る
「
竿
」
と
い
う
楽
器
の
後
部
要
素
に
制
約
さ
れ
て
一
般
化
で

き
な
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
「
竿
」
は
中
国
の
独
特
の
楽
器
で
、
日
本
に
受
け
入
れ
ら
れ
難
く
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
た
め
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
「
濫
吹
」
の
「
吹
」
は
「
竿
」
と
比
較
す
る
と
、
知
名
度
が
高
く
て
日
常
的
に
よ
く
使
用
さ
れ
る
表

現
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
「
濫
吹
」
は
「
濫
竿
」
よ
り
日
本
文
献
に
於
い
て
多
用
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
と
看
取
さ
れ
る
。
一
方
、
中
国
文
献
で
は
、

「
濫
吹
」
と
「
濫
竿
」
と
に
は
日
本
文
献
の
よ
う
な
使
用
上
の
格
差
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
が
、
寧
ろ
「
濫
竿
」
の
方
が
一
般
的
で
あ



ろ
う
。
そ
れ
は
「
濫
竿
」
を
本
に
し
て
「
濫
竿
充
数
」
と
い
う
四
字
成
語
も
構
成
し
た
こ
と
か
ら
も
察
知
さ
れ
る
。
特
に
現
代
中
国
語
で
は
、

（5）

「
濫
吹
」
が
姿
を
消
し
て
、
「
濫
竿
充
数
」
の
み
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

四
、
日
本
文
献
に
於
け
る
「
濫
（
乱
・
乱
）
吹
」

前
項
の
考
察
で
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
、
中
国
文
献
に
於
け
る
「
濫
吹
」
は
官
吏
と
共
起
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
中
国
文
化
を
学
び
、

中
国
の
官
制
を
摂
取
し
た
日
本
に
於
い
て
も
、
「
濫
吹
」
の
示
す
よ
う
な
現
象
が
日
本
の
官
吏
の
間
に
生
じ
て
く
る
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
れ
を

表
す
た
め
に
「
濫
吹
」
を
日
本
語
に
導
入
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

日
本
文
献
を
、
そ
の
表
現
形
式
、
内
容
に
基
づ
い
て
和
文
、
漢
文
、
和
漢
混
清
文
に
分
か
ち
、
「
濫
吹
」
を
調
べ
た
が
、
そ
れ
を
検
出
で
き

た
の
は
漢
文
に
限
っ
て
、
和
文
と
和
漢
混
清
文
か
ら
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
日
本
文
献
で
は
、
文
章
ジ
ャ
ン
ル
に
よ
っ
て
「
濫
吹
」
の
使

用
上
に
於
け
る
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。
漢
文
に
の
み
用
い
ら
れ
る
「
濫
吹
」
は
書
記
用
の
漢
語
で
、
日
常
用
語
に
至
っ
て
い
な
い
と
言
っ
て

よ
い
。
但
し
、
書
記
用
語
と
言
っ
て
も
、
大
き
く
分
け
て
み
れ
ば
、
よ
く
使
わ
れ
る
も
の
と
あ
ま
り
使
わ
れ
な
い
も
の
と
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
次
に
掲
示
す
る
表
二
の
示
す
よ
う
に
、
「
濫
吹
」
は
、
古
記
録
類
で
の
多
用
と
、
亦
平
安
時
代
末
期
に
於
け
る
通
用
の
用
語
を
収
録
し
、

日
常
的
実
用
文
の
作
成
に
供
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
『
色
菓
字
類
抄
』
に
も
掲
載
さ
れ
る
こ
と
と
を
併
考
す
る
と
、
書
記
用
の
常
用
語
と
し

て
認
め
た
方
が
妥
当
で
は
な
い
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
三
保
忠
夫
氏
が
「
色
菓
字
類
抄
畳
字
門
語
彙
に
つ
い
て
の
試
論
－
「
闘
乱
部
」
語
彙

（6）

の
場
合
－
」
と
い
う
題
の
論
文
に
於
い
て
、
古
文
書
・
古
記
録
を
中
心
と
し
て
「
闘
乱
部
」
に
載
っ
て
い
る
畳
字
語
を
実
際
の
使
用
例
と
照
合

し
て
、
コ
闘
乱
部
」
に
あ
る
「
濫
吹
」
が
書
記
用
の
「
常
用
語
」
と
し
て
分
類
さ
れ
た
と
い
う
結
論
を
出
さ
れ
た
。
更
に
、
畳
字
門
語
彙
に
つ

い
て
山
田
俊
雄
氏
に
も
論
考
が
あ
り
、
「
単
純
に
日
常
的
と
い
ふ
に
は
遠
く
」
、
「
極
め
て
高
度
の
書
記
言
語
的
行
為
に
お
け
る
日
常
性
を
考
え

（7）

ね
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
両
氏
の
御
論
考
と
今
回
調
査
し
た
結
果
と
を
合
せ
て
考
え
れ
ば
、
「
濫
吹
」
は
鎌
倉
時
代
ま
で

依
然
と
し
て
書
記
言
語
と
い
う
域
に
止
ま
り
、
そ
の
常
用
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。

漢
語
の
意
味
変
化
に
つ
い
て
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五
二

吹L壬
H

tLゆ問濫

用

例
献文

時

代

文

章

ジ
ャ
ン
ル

1藻風懐 艮奈

漢

文

1紀本日続

平

安

1紀後本日

2録安代三

3格代三乗顆

2略要事政

1紀世朝本

2載群野朝

1略紀本日

2紀略桑挟
．

23文通安平

6 書文院南東書文古本日大

32記右小

9記春

1記右中

1記秋長

5記台

1記吉

1集国経

1 勅寺遠玖粋文朝本

1来往衡明

79 計

71葉玉

鎌

倉

2記月明

61鏡妻吾

54 6101‾1文遺倉鎌

7 41副文山野高書文古本日大

2談事古

1来往筆新

1来往也百

19 計

881 計合

日
本
文
献
に
於
け
る
「
濫
（
乱
・
乱
）
吹
」
　
の
使
用
状
況
は
次
の
表
二
の
通
り
と
な
る
。

表
二
に
依
れ
ば
、
「
濫
吹
」
は
巳
に
奈
良
時
代
か
ら
日
本
文
献
に
登
場
し
て
、
そ
の
伝
来
の
早
か
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。
が
、
調
査
の
不
足

に
由
来
す
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
管
見
に
及
ん
だ
奈
良
時
代
文
献
か
ら
僅
か
一
例
し
か
検
出
で
き
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
平
安
時
代
に
な

っ
て
そ
の
使
用
量
が
大
い
に
増
加
し
て
、
史
書
、
古
文
書
、
古
記
録
、
古
往
来
、
漢
詩
文
等
の
文
章
ジ
ャ
ン
ル
に
亘
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
単
に
平
安
時
代
の
日
本
人
の
言
語
生
活
が
隆
盛
に
な
っ
て
き
た
た
め
に
過
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
「
濫
吹
」
の
意
味
に
も

関
わ
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
以
下
の
検
討
で
触
れ
て
み
た
い
。
「
濫
吹
」
の
増
加
の
勢
い
が
鎌
倉
時
代
に
至
っ
て
も
依
然

と
衰
え
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
「
濫
吹
」
は
鎌
倉
時
代
ま
で
書
記
言
語
と
し
て
多
用
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
疑
を
入
れ
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。



そ
の
た
め
、
『
色
業
字
燥
抄
』
に
収
録
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

確
か
に
中
国
語
と
日
本
語
と
の
使
用
量
に
つ
い
て
の
比
較
は
難
し
い
が
、
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
、
日
本
語
の
方
が
「
濫
吹
」
を
多
用
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
見
ら
れ
る
。
語
の
意
味
変
化
は
色
ん
な
条
件
が
必
要
と
な
る
が
、
多
く
用
い
る
こ
と
が
三
の
肝
要
な
条
件
と
挙
げ

ら
れ
る
。
日
本
文
献
に
於
け
る
「
濫
吹
」
と
し
て
は
巳
に
多
用
と
い
う
条
件
を
満
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

次
に
、
奈
良
時
代
の
「
濫
吹
」
の
意
味
を
考
え
よ
う
。
「
濫
吹
」
は
白
本
人
が
始
め
て
作
成
し
た
漠
詩
集
『
懐
風
藻
』
に
見
え
た
例
で
あ
る
。

Ⅲ
堤
上
瓢
練
柳
、
波
中
浮
錦
鱗
、
濫
吹
陪
恩
席
、
含
義
憤
才
貧
（
懐
風
藻
・
五
言
春
日
侍
宴
安
倍
朝
臣
廉
庭
）

C
f
更
以
畏
友
朋
、
濫
吹
蔀
名
案
（
文
選
雑
体
詩
三
十
首
庭
中
郎
註
）

C
f
微
臣
同
濫
吹
、
謬
得
仰
釣
天
（
底
世
南
奉
和
献
歳
議
宮
臣
）

春
日
侍
宴
と
い
う
場
面
と
な
り
、
参
考
例
と
酷
似
し
て
い
る
。
「
濫
吹
」
の
主
体
は
宴
席
に
加
わ
っ
た
安
倍
朝
臣
廣
庭
自
身
で
あ
る
。
こ
れ
も

元
来
の
中
国
語
と
嘉
す
る
と
言
え
る
。
「
濫
吹
」
の
示
す
内
容
は
、
自
分
が
才
能
の
な
い
の
に
み
だ
り
に
君
恩
の
厚
い
宴
に
侍
っ
て
、
筆
を

口
に
含
ん
で
（
つ
ま
り
筆
を
取
っ
て
）
詩
を
作
ろ
う
と
す
る
が
、
才
の
乏
し
い
こ
と
を
恥
じ
い
る
ば
か
り
と
な
る
。
詩
の
作
者
－
安
倍
は
自
ら

を
燈
す
謙
遜
的
な
表
現
で
あ
る
と
看
取
さ
れ
る
。
「
濫
吹
」
は
そ
の
使
用
場
面
と
い
い
、
主
体
と
い
い
、
示
す
内
容
と
い
い
、
意
味
と
い
い
、

い
ず
れ
も
参
考
例
乃
至
本
来
の
中
国
語
と
変
わ
る
こ
と
な
く
、
中
国
語
を
そ
の
ま
ま
受
容
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
は
、
漢
語

が
日
本
に
伝
来
し
た
当
初
は
本
来
の
中
国
語
の
ま
ま
で
用
い
る
こ
と
を
反
映
す
る
こ
と
に
な
る
。
亦
、
中
国
文
化
・
政
治
等
を
摂
取
す
る
に

際
し
て
中
国
語
を
必
要
と
す
る
こ
と
も
示
唆
さ
れ
る
。

『
懐
風
藻
』
は
漠
風
を
讃
美
し
、
学
び
取
り
、
所
謂
「
漢
風
謳
歌
時
代
」
と
な
る
時
に
出
来
上
が
っ
た
漢
詩
集
で
あ
る
。
当
時
日
本
に
渡
来

し
た
『
文
選
』
『
重
文
類
衆
』
等
を
参
考
し
た
り
、
模
倣
し
た
り
し
た
の
で
あ
る
。
『
懐
風
藻
』
に
於
け
る
「
濫
吹
」
は
そ
の
使
用
場
面
か
ら

も
意
味
か
ら
も
参
考
例
の
『
文
選
』
と
初
唐
の
虞
世
南
詩
に
於
け
る
「
濫
吹
」
を
彷
彿
さ
せ
、
そ
の
継
承
振
り
を
見
せ
る
。

以
下
、
平
安
時
代
に
於
け
る
「
濫
吹
」
の
意
味
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
先
ず
、
漢
詩
文
の
「
濫
吹
」
を
見
よ
う
。
上
記
の
表
二
の
示
す
が

漢
語
の
意
味
変
化
に
つ
い
て
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三
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四

如
く
、
今
回
調
査
し
た
限
り
の
漢
詩
文
か
ら
「
濫
吹
」
を
二
例
の
み
検
出
で
き
た
。
一
例
は
天
長
年
間
に
成
立
し
た
三
大
勅
撰
集
の
一
つ
『
経

国
集
』
の
序
に
見
え
た
も
の
で
あ
る
。
も
う
一
例
は
平
安
中
期
に
成
立
し
た
、
日
本
漢
文
の
精
粋
を
集
録
し
、
後
代
に
多
大
な
る
影
響
を
及

ぼ
し
た
『
本
朝
文
粋
』
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
二
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

相
愛
詔
正
三
位
行
中
納
言
兼
右
近
衛
大
将
春
宮
大
夫
艮
峯
安
世
、
令
臣
等
鳩
訪
斯
文
也
。
詞
有
精
鹿
、
濫
吹
須
所
、
文
非
一
骨
、
備
善
維

雑
（
経
国
集
5
1
5
上
①
）

詩
文
を
尋
ね
、
収
集
し
、
選
択
す
る
よ
う
に
と
い
う
場
面
と
な
る
。
「
濫
吹
」
は
そ
の
主
体
が
詩
文
を
作
る
人
で
、
示
す
内
容
が
無
能
を
才
能

の
有
る
が
如
く
見
せ
か
け
る
た
め
に
作
っ
た
見
せ
か
け
の
詩
と
い
う
こ
と
を
言
う
。
つ
ま
り
、
規
範
に
外
れ
た
詩
を
判
別
す
べ
き
で
あ
る
と

解
さ
れ
る
。
一
人
称
の
謙
っ
た
衷
現
で
は
な
く
、
三
人
称
の
、
才
能
が
な
い
の
に
、
あ
る
よ
う
に
装
っ
て
詩
を
作
る
こ
と
を
示
す
。

こ
　
　
ル
　
コ
ウ
　
キ
ヨ
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
ス
、
ム
　
ヲ
カ
ツ
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ィ
ツ
ハ
　
　
　
タ
ク
．
ヨ
　
　
ニ
　
マ
　
ヲ
コ
リ
ノ
、
（
／
、
ノ
　
…
　
　
こ
　
　
　
シ
ケ
ク

拗
於
是
博
士
等
毎
三
至
二
貢
一
挙
之
時
一
唯
以
歴
－
名
東
）
士
曽
不
三
間
二
利
之
高
－
下
扶
之
努
逸
話
l
託
由
）
是
問
】
起
濫
－
吹
薦
）
之
繁
－
生

（
久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
巻
二
4
5
②
）

博
士
等
が
唯
学
生
名
簿
を
以
て
士
を
推
薦
す
る
こ
と
を
言
う
場
面
と
な
る
。
「
濫
吹
」
の
主
体
が
推
薦
を
受
け
た
士
と
な
る
。
「
濫
吹
」
の
示

す
内
容
が
学
生
名
簿
の
み
を
頼
っ
て
、
才
の
高
下
、
人
の
勤
怠
を
問
わ
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
請
託
の
弊
間
々
起
こ
り
、
才
学
な
き
も
の
が
多

く
生
じ
た
こ
と
を
言
う
。
つ
ま
り
、
「
濫
吹
」
は
才
学
が
な
い
の
に
貢
挙
者
に
な
る
こ
と
を
示
す
。

漢
詩
文
に
於
け
る
「
濫
吹
」
は
そ
の
主
体
も
示
す
内
容
も
本
来
の
中
国
語
と
相
似
て
い
る
。
意
味
も
上
記
の
中
国
語
の
日
の
意
義
と
一
致

し
、
そ
れ
を
踏
襲
し
た
と
看
取
さ
れ
る
。
そ
れ
は
ほ
か
で
も
な
く
中
国
の
漢
詩
文
を
模
範
と
し
、
そ
れ
に
近
づ
こ
う
と
い
う
漢
詩
文
の
撰
述

者
意
識
が
大
い
に
作
用
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

次
に
古
文
書
な
ど
の
古
記
録
類
に
於
け
る
「
濫
吹
」
の
意
味
を
検
討
す
る
。
古
記
録
類
は
、
表
現
形
式
と
し
て
は
漢
詩
文
と
共
通
す
る
が
、

表
現
内
容
と
し
て
は
中
国
の
古
典
文
を
模
倣
、
継
承
し
よ
う
と
す
る
漢
詩
文
と
異
な
っ
て
、
日
本
の
事
情
を
有
り
の
ま
ま
記
録
す
る
と
い
っ

た
相
違
が
存
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
表
現
内
容
の
違
い
に
よ
っ
て
、
漢
詩
文
よ
り
も
寧
ろ
古
記
録
類
に
用
い
る
漢
語
の
方
が
そ
の
意
味
変
化



が
発
生
し
や
す
い
の
で
は
な
い
か
と
想
定
さ
れ
る
。
以
下
、
先
ず
平
安
初
期
の
「
濫
吹
」
を
挙
げ
て
そ
の
意
味
を
考
え
る
。

ス

ラ

ク

　

　

　

ス

　

ル

ニ

　

ヲ

　

　

ク

　

ト

／

．

i

ノ

t

・

　

　

ス

　

　

ヲ

　

　

　

　

　

　

ク

　

ク

　

　

ヲ

Ⅲ
詔
。
治
部
省
奏
。
授
二
公
験
一
僧
尼
多
有
二
濫
吹
ペ
唯
成
こ
学
業
一
者
一
十
五
人
。
宜
レ
授
二
公
験
パ
　
（
続
日
本
紀
養
老
四
年
八
月
）

佃
今
聞
。
頃
年
受
戒
之
聾
。
事
多
二
不
法
バ
只
以
二
戒
牒
パ
尊
慮
㌃
公
験
の
日
柄
二
眞
僧
4
野
人
耳
目
パ
因
レ
並
邦
家
少
二
輪
貫
之
民
ペ
都
都
多
二

濫
吹
之
僧
パ
自
今
以
後
。
受
戒
之
日
。
省
寮
威
従
共
向
二
戒
場
パ
子
細
勘
コ
合
官
符
度
緑
パ
即
令
こ
登
壇
受
戒
パ
（
三
代
賓
録
元
慶
六
年
5
2
1
⑭
）

二
例
と
も
僧
の
受
戒
、
戒
牒
管
理
の
強
化
を
言
う
場
面
と
な
る
。
「
濫
吹
」
の
主
体
は
僧
侶
と
い
う
三
人
称
と
な
り
、
本
来
の
中
国
語
の
官
吏

よ
り
更
に
使
用
範
囲
が
拡
大
し
た
と
も
言
え
よ
う
。
「
濫
吹
」
の
示
す
内
容
は
只
戒
牒
、
公
験
を
以
て
真
僧
と
標
樺
し
、
無
能
を
才
能
の
有
る

よ
う
に
見
せ
か
け
る
こ
と
を
言
う
。
つ
ま
り
、
有
名
無
実
な
の
に
、
僧
侶
の
地
位
に
居
る
こ
と
を
表
す
。
意
味
と
し
て
は
右
に
例
示
し
た
同

時
代
の
漢
詩
文
と
変
わ
ら
な
い
。

㈲
大
僧
都
俸
燈
大
法
師
位
等
定
言
（
略
）
恥
方
二
濫
吹
パ
恐
同
二
践
火
一
。
是
以
懸
車
之
歳
。
（
略
）
伏
願
去
二
大
僧
都
ペ
　
（
日
本
後
紀
延
暦
十
八

年
2
6
⑮
）

定
言
が
自
ら
大
僧
都
を
免
ず
る
よ
う
に
希
求
す
る
場
面
と
な
る
。
「
濫
吹
」
は
、
そ
の
主
体
が
大
僧
都
定
言
自
身
で
、
そ
の
示
す
内
容
が
年
を

取
っ
た
自
分
が
大
僧
都
と
い
う
職
務
を
勤
め
る
能
力
が
巳
に
な
い
の
に
そ
の
位
に
居
る
こ
と
を
謙
っ
て
言
う
。
い
わ
ば
、
定
め
ら
れ
た
大
僧

都
の
僧
務
を
果
す
こ
と
が
出
来
な
い
が
、
し
か
し
そ
の
地
位
に
止
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
卑
下
的
に
表
す
。

㈱
長
賢
昔
植
l
轟
因
バ
幸
生
二
聖
代
4
番
備
二
濫
吹
バ
誤
預
二
二
食
べ
　
（
類
琴
二
代
格
巻
二
貞
観
十
年
6
5
②
）

維
摩
、
最
勝
両
禽
立
義
者
の
選
び
と
い
う
場
面
と
な
る
。
「
濫
吹
」
の
主
体
が
法
隆
寺
別
首
長
賢
自
身
と
な
る
。
「
濫
吹
」
の
示
す
内
容
は
長

賢
が
自
分
が
才
能
な
く
て
両
合
の
立
義
に
加
わ
っ
た
こ
と
を
遜
っ
て
言
う
。
「
濫
吹
」
は
例
畑
と
同
じ
く
自
ら
を
圧
す
謙
遜
的
な
表
現
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
る
。

㈲
望
請
。
准
二
式
部
雀
〓
学
殖
書
生
壷
。
被
二
右
大
臣
軍
備
。
奉
レ
勅
。
式
部
省
書
生
惣
冊
人
。
宜
下
停
二
其
十
人
パ
依
レ
件
令
レ
補
。
試
二
其

身
才
パ
然
後
補
占
之
。
不
レ
得
レ
令
濫
吹
聾
轍
備
二
其
員
パ
　
（
同
右
巻
四
弘
仁
四
年
1
7
1
⑧
）

漢
語
の
意
味
変
化
に
つ
い
て
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五
六

書
生
を
如
何
に
し
て
補
任
す
る
か
と
い
う
場
面
で
あ
る
。
「
濫
吹
」
の
主
体
が
書
生
と
い
う
三
人
称
と
な
る
。
「
濫
吹
」
の
示
す
内
容
は
、
才

能
に
応
じ
て
選
抜
し
て
、
有
名
無
実
の
書
生
を
採
用
し
な
い
よ
う
に
す
る
と
な
る
。
「
濫
吹
」
は
定
め
ら
れ
た
書
生
の
職
務
を
完
う
す
る
こ
と

が
出
来
な
い
の
に
、
そ
の
位
に
就
く
こ
と
を
表
す
。

右
に
例
挙
し
た
「
濫
吹
」
は
、
そ
の
使
用
場
面
、
主
体
、
示
す
内
容
が
本
来
の
中
国
語
の
そ
れ
と
相
似
て
い
て
、
意
味
が
奈
良
時
代
と
同

様
に
中
国
語
を
そ
の
ま
ま
継
受
し
た
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
同
じ
平
安
初
期
の
「
濫
吹
」
は
次
の
よ
う
な
例
も
見
ら
れ
た
。

㈲
運
載
之
法
。
何
應
二
一
同
ペ
須
恕
樽
塑
一
材
。
歩
板
八
枚
。
箕
子
十
枚
。
以
レ
此
烏
ジ
定
。
復
レ
膏
之
後
。
改
従
二
恒
例
パ
不
レ
得
三
園
レ
此
更

令
二
濫
吹
ペ
長
官
相
承
。
厳
加
二
督
察
ペ
　
（
三
代
費
録
巻
十
一
貞
観
七
年
1
6
4
②
）

車
運
載
法
が
恒
例
に
則
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
言
う
場
面
と
な
る
。
「
濫
吹
」
の
主
体
が
車
の
製
造
者
で
、
元
来
の
中
国
語
の
、
あ
る
位
に
就

く
主
体
よ
り
品
位
が
下
っ
た
と
言
え
よ
う
。
「
濫
吹
」
の
示
す
内
容
は
定
め
ら
れ
た
車
道
載
法
を
違
反
し
て
乱
り
に
車
を
改
造
す
る
こ
と
を
言

う
。
「
濫
吹
」
は
違
法
し
て
や
た
ら
に
作
る
こ
と
を
表
し
、
「
悪
」
の
意
識
を
伴
っ
て
く
る
意
味
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
元
来
の
中
国
語
よ

り
「
悪
」
　
の
方
向
に
傾
斜
す
る
よ
う
に
見
え
る
。

今
回
管
見
に
入
っ
た
平
安
初
期
の
「
濫
吹
」
は
本
来
の
中
国
語
と
異
な
っ
た
意
味
を
示
す
の
が
例
㈲
の
一
例
だ
け
で
、
残
り
は
い
ず
れ
も

中
国
語
と
同
じ
意
味
で
用
い
ら
れ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
平
安
初
期
に
は
そ
の
意
味
の
変
化
が
生
じ
た
よ
う
に
見
え
る
「
濫
吹
」
は

（
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

そ
の
意
味
が
ま
だ
「
臨
時
的
」
な
も
の
で
、
「
慣
用
的
」
　
に
至
っ
て
い
な
い
と
言
え
よ
う
。
次
に
平
安
初
期
以
降
の
「
濫
吹
」
を
見
よ
う
。
公

家
日
記
－
『
小
右
記
』
（
天
元
五
（
堅
年
～
長
元
五
（
些
年
）
に
見
え
た
二
十
三
例
の
「
濫
吹
」
を
中
心
に
、
そ
の
意
味
を
検
討
す
る
。
二

十
三
例
を
全
部
例
示
し
た
上
で
、
各
用
例
か
ら
使
用
場
面
、
主
体
、
示
す
内
容
、
意
味
を
分
析
、
抽
出
し
て
、
そ
れ
ら
を
表
の
形
で
示
す
と

い
う
方
法
を
取
る
。

Ⅲ
日
者
陣
中
不
閑
、
濫
吹
之
徒
窓
心
出
入
、
又
有
不
善
之
輩
云
々
尤
有
驚
御
　
（
巻
一
4
2
⑪
）

拗
随
身
久
木
去
十
六
日
烏
陣
官
濫
吹
事
、
是
欧
雑
仕
女
、
（
略
）
此
男
酒
狂
者
也
、
時
々
有
如
此
之
事
　
（
同
右
脚
②
）



㈲
又
上
卿
不
仰
座
事
、
昨
日
敷
其
座
、
違
例
事
也
醜
識
相
臥
糟
轟
…
（
同
右
邸
⑭
）

㈲
華
山
院
近
衛
画
人
数
十
人
、
異
兵
杖
出
来
、
乍
令
持
楊
捕
籠
牛
童
、
又
雑
人
等
走
来
飛
礫
（
略
）
左
府
被
示
華
山
院
濫
吹
之
事
　
（
巻
二

3
1
①
）

㈲
京
内
上
下
琴
首
乱
入
后
宮
中
、
風
［
凡
］
見
物
濫
吹
無
極
　
（
巻
三
9
⑩
）

㈲
予
仰
云
、
所
申
不
雷
、
其
故
者
、
使
宮
人
楔
祭
日
参
院
之
事
、
若
有
濫
吹
之
事
烏
乱
行
也
　
（
同
右
9
⑬
）

の
近
衛
等
或
以
弓
打
、
或
以
杖
打
、
不
耐
打
追
雑
人
盈
満
御
前
、
走
向
右
相
撲
屋
方
、
（
略
）
事
之
濫
吹
未
有
此
比
、
諸
脚
或
弾
指
、
或
歎

息
　
（
同
右
1
3
6
⑭
）

㈱
今
日
之
事
多
渉
濫
吹
、
非
御
前
儀
　
（
同
右
1
3
6
⑭
）

㈱
彼
宮
人
打
陵
看
督
長
、
又
主
［
至
キ
］
放
免
付
縄
打
調
、
仲
［
件
キ
］
犯
人
者
彼
宮
下
部
、
（
略
）
宮
口
、
無
所
犯
者
、
信
［
紀
］
明
所

行
濫
吹
者
　
（
巻
四
2
⑩
）

㈹
欧
凌
宗
相
妻
云
々
非
常
事
、
摂
政
前
々
濫
吹
事
、
無
終
始
之
戒
、
佃
積
慣
軟
　
（
同
右
1
9
1
⑤
）

（
将
カ
）

仙
烏
時
召
遣
之
間
、
逃
隠
不
應
召
、
仇
拐
取
宅
主
法
師
持
来
、
寺
家
法
師
師
、
童
子
六
十
七
人
許
到
佐
保
殿
罵
辱
鵠
時
、
次
及
濫
吹
、
鵠

無
所
陳
、
忽
令
拷
梯
所
司
公
［
召
カ
］
使
者
、
奇
［
寄
］
事
於
使
者
監
［
濫
シ
ナ
］
吹
所
鳥
軟
（
巻
五
7
⑩
）

㈹
兼
房
朝
臣
罵
辱
定
頼
不
可
取
云
、
以
足
蹴
散
定
頼
前
菓
子
、
右
少
弁
資
業
云
、
事
大
狼
籍
、
可
被
起
退
者
、
佃
定
額
起
座
、
次
侍
従
悉

起
、
兼
房
欲
取
定
頼
冠
、
佃
定
頼
逃
走
入
宿
所
、
以
石
打
宿
所
如
雨
、
其
後
兼
房
昇
殿
上
弥
以
放
罵
辱
詞
云
々
、
（
略
）
錐
驚
罵
者
之
濫

吹
、
被
罵
之
大
和
甚
哉
　
（
同
右
1
0
⑨
）

㈹
今
日
興
福
寺
別
常
大
僧
都
林
懐
停
寺
務
之
宣
旨
下
之
云
々
、
因
佐
保
殿
濫
行
事
云
々
、
長
者
敏
初
春
日
之
日
有
此
濫
吹
、
随
又
被
停
別

常
澄
務
不
吉
事
軟
　
（
同
右
1
0
⑭
）

掴
正
方
有
太
奇
気
、
又
従
者
濫
行
無
比
、
饗
供
間
下
部
不
可
堪
、
又
責
預
者
取
繚
松
無
算
、
傍
持
［
将
］
等
従
者
慣
之
濫
吹
　
（
同
右
2
9
⑫
）

漢
語
の
意
味
変
化
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
七



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

㈹
只
於
近
虞
依
致
濫
吹
重
所
召
勘
、
又
可
従
迫
却
　
（
同
右
1
6
5
⑫
）

㈹
抜
刀
走
寄
、
片
手
又
執
件
男
髪
打
臥
、
抜
刀
□
（
指
カ
）
充
腹
、
他
瀧
口
等
相
共
縛
、
母
命
婦
走
来
、
奪
抱
子
男
口
、
此
間
濫
吹
不
可
敢

言
　
（
巻
六
掴
①
）

㈹
関
白
領
千
代
庄
等
雑
大
越
来
辛
嶋
牧
、
推
作
田
島
、
致
濫
吹
、
呼
烏
城
朝
臣
示
禅
室
坂
門
牧
事
　
（
巻
七
2
2
1
③
）

㈹
去
夕
主
殿
允
久
頼
烏
東
宮
蔵
人
内
助
俊
経
於
上
東
門
内
被
打
調
井
刃
傷
（
略
）
濫
吹
之
事
（
同
右
2
2
3
⑨
）

㈹
昨
日
右
京
樺
大
夫
道
雄
三
位
到
帯
刀
長
高
階
順
業
宅
博
戯
、
賭
物
車
［
事
カ
］
之
間
有
濫
吹
、
件
順
成
（
業
）
乳
母
夫
兼
任
朝
与
件
道
雅

卿
撃
擢
、
引
破
狩
衣
袖
先
、
初
与
順
業
有
濫
吹
道
路
雑
大
成
市
、
撃
擢
之
間
放
呼
言
云
々
　
（
巻
八
7
④
）

鋤
諸
人
所
申
、
俊
孝
近
合
有
事
緑
下
向
但
州
、
行
不
善
事
、
烏
国
致
濫
吹
、
（
同
右
7
4
④
）

㈲
故
錐
位
貴
者
無
一
銭
則
歩
三
醇
、
堆
晶
購
者
富
浮
雲
則
開
高
門
、
俗
之
濫
吹
、
国
之
彫
弊
、
職
此
之
由
、
埋
不
得
然
　
（
同
右
1
8
2
⑧
）

㈲
尋
事
案
正
、
非
損
破
安
行
宅
之
事
、
只
依
閃
頼
行
門
戸
、
欲
通
経
安
行
宅
内
之
間
、
有
濫
吹
事
也
　
（
同
右
2
4
8
⑬
）

帥
家
仕
丁
与
宅
主
男
攫
、
従
法
住
専
内
法
師
童
数
多
掟
刀
杖
出
来
、
欲
追
打
（
略
）
仕
丁
等
所
薦
濫
吹
尤
甚
　
（
巻
九
6
⑩
）

9 00 7 6 5 4 3 2 1

Lイ十日 日
H

．実1 口＝HT芥1
襖 見 后 宮 宮 宮

場

面

行 撲 撲 祭 物 宮 中 中 中
の 勝 を 日 儀 衛 衛
裁
判

負
の
評
判

見
る

院
に
参
る

式 府 府
不
閑

彼 官 近 検 花 京 近 随 雑

主

体

宮 吏 衛 トヒ「
」1プ

山 内 衛 身 人
人 等 遣

使
院
供
奉
大
公
任
等

上
下
（人
々
）

官
、
随
身
等

の
久
木

（不
善
之
徒
）

陵 御 秩 儀 兵
杖

后
宮
に
乱

儀 雑
女

不
善
之
徒

内

容

看 前 序 礼
に
反

式
督
長儀 L舌 持 例 殴
を に し す つ 入 に 打 が
殿 外 雑 る て し 違 宮
打 れ

て
騒
乱

人
追
打

濫
行

て
乱
り
騒
が
し
い

↓ヽノ
中
衛
府
に
乱
入

乱
暴

違
例

例
に

違
例

違
法

（人
々
の
）

違
例

乱
な

不
法

意の の 外 の の の 行 の
行こ れ 行 行 こ Jヽlv 乱

Jヽlv と た
悪
行

、・∨ 為 騒
動
と 人

の
こ
と

味
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盆
使
い

乱
入
処

時
弊
の

百
姓
乱
訴

賭
物
の

上
東
門

関
白
領

殿
上
の

乱
入
処
分

宴
席

佐
保
殿

宴
席

佐
保
殿
の
装
束
の
こ
と

乱
行
の

の
こ
と

分 礼
正

争
い

で
の
事
件

地
の
出
来
事

事
件

事
件
の
処
分

報
告

仕 費 世
の

俊
孝

道 東 千 少 随 藤
原
兼
経

興 兼
房

寅
時

皇
太丁

〟
資 雅

、
順

宮 代 将
A
身 福

等 家
＿

中 蔵 庄 P
ヨ

ロ 秦 寺
衆

朝
臣
と 后

】
の 吉 興 の

人 人 業
等
四
人

内
助
俊
経

雑
人

の
男
二
人

の
従
者

徒 福
寺
衆
徒

侍

宅 安 著
移

不 賭 久
頬
に

辛 刀 頼
直

違 昏 定 罵 宗
主 行 善 物 嶋

牧
を
抜

法 時 頼 辱
、
紛
争

目口’太1
の
事

の
争

の
事男

ヮ
宅
サ

邸
舟

傷
宜

を
∃

、jt・V 内
ヮ

罵
＿

罵
＿

妻
をに

乱
暴
を
加
ぇ
る

に
乱
入

毛
の
建
築

を
働
く

い
で
格
闘

口を
加
ぇ
る

侵
す

て
人
を
指
す

に
乱
入
す
る

を
い
っ
も
働

く

辱
、
紛
争
の
引
き
起
こ
し

辱
、
追
打

凌
轢

乱
の
行
鳥

不
法
侵
入

違
禁
の
建
築

違
法
の
行
鵠

乱
闘
、
紛
争

違
法
の
暴
挙

違
法
の
行
寅

乱
暴
行
鵠

不
法
侵
入

違
法
の
出
来
事

乱
り
の
行
寅

違
例
の
悪
行

喧
嘩

乱
な
行
い

右
の
表
三
に
依
れ
ば
、
使
用
場
面
は
、
本
来
の
中
国
語
は
も
と
よ
り
、
奈
良
時
代
、
平
安
初
期
に
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
場
面
が
多
く
現
れ

て
、
そ
の
多
様
性
を
見
せ
て
い
る
。
又
、
「
濫
吹
」
の
主
体
が
各
階
層
の
人
か
ら
な
る
こ
と
が
分
か
る
。
官
吏
か
ら
平
民
ま
で
、
僧
侶
か
ら
俗

人
ま
で
、
更
に
一
人
も
あ
れ
ば
、
一
人
以
上
の
複
数
も
あ
る
。
斯
様
な
多
様
多
彩
の
主
体
は
官
吏
を
中
心
と
す
る
元
来
の
中
国
語
の
そ
れ
と

顕
著
な
差
異
を
呈
出
す
る
。
主
体
の
多
様
化
と
な
っ
た
こ
と
は
当
然
な
こ
と
な
が
ら
そ
の
意
味
に
も
大
い
に
関
与
し
て
く
る
こ
と
に
な
る
と

推
定
さ
れ
る
。
尚
、
主
体
の
多
様
化
に
よ
っ
て
、
そ
の
示
す
内
容
も
本
々
の
中
国
語
と
違
っ
て
、
様
々
な
も
の
か
ら
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
の
い
ず
れ
も
定
め
ら
れ
た
こ
と
ー
秩
序
、
法
、
戒
、
先
例
、
儀
法
等
を
乱
す
悪
の
行
為
、
行
動
、
出
来
事
と
い
っ
た
共
通
点
を
有
す
る
。

つ
ま
り
、
「
悪
」
の
意
識
を
伴
う
内
容
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
出
自
と
な
る
中
国
語
及
び
奈
良
、
平
安
初
期
に
見
ら
れ
た
謙
遜
的
な
内

容
が
見
え
な
く
な
っ
た
。
内
容
の
変
化
も
主
体
と
同
様
に
「
濫
吹
」
の
意
味
に
強
く
作
用
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

漢
語
の
意
味
変
化
に
つ
い
て

三
五
九
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以
上
、
平
安
時
代
に
於
け
る
「
濫
吹
」
に
つ
い
て
検
討
を
施
し
て
き
た
。
そ
の
意
味
の
考
察
に
基
づ
い
て
、
「
濫
吹
」
の
意
義
は
次
の
よ
う

に
帰
納
で
き
よ
う
。

0
定
め
ら
れ
た
官
務
、
職
務
を
完
う
で
き
る
の
に
、
謙
遜
的
に
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

日
定
め
ら
れ
た
官
務
、
職
務
を
完
う
で
き
な
い
の
に
、
そ
の
位
に
在
る
こ
と

臼
定
め
ら
れ
た
こ
と
に
反
す
る
み
だ
り
の
行
為
と
出
来
事

と
三
つ
に
大
別
で
き
る
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
残
り
の
平
安
時
代
の
「
濫
吹
」
を
分
析
、
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
も
そ
の
三
つ
の
意
義

の
ど
れ
か
に
合
致
す
る
こ
と
に
な
る
と
判
断
さ
れ
る
。
但
し
、
そ
の
中
に
は
次
の
よ
う
な
稽
異
例
と
思
わ
れ
る
五
つ
の
例
が
存
す
る
。
五
例

と
も
藤
原
頼
長
の
残
し
た
日
記
－
『
台
記
』
（
保
延
二
（
轡
年
～
久
寿
二
（
嬰
年
）
に
現
れ
た
も
の
で
あ
る
。

「
悪
左
府
、
悪
左
の
大
臣
」
と
呼
ば
れ
る
藤
原
頼
長
は
『
保
元
物
語
』
に
於
い
て
崇
徳
上
皇
を
擁
し
、
後
白
河
天
皇
に
対
し
て
兵
を
挙
げ
、

為
朝
の
夜
襲
の
動
議
を
退
け
、
逆
に
夜
襲
を
受
け
、
上
皇
の
方
を
敗
戦
に
導
い
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
亦
、
慈
円
は
そ
の
著
『
愚

管
抄
』
で
、
彼
を
「
日
本
第
一
大
学
生
、
和
漢
ノ
才
こ
ト
ミ
テ
、
バ
ラ
ア
シ
ク
ヨ
ロ
ヅ
ニ
キ
ハ
ド
キ
人
ナ
リ
ケ
ル
」
と
評
し
て
い
る
。
彼
の

日
記
『
台
記
』
は
他
の
公
家
日
記
と
異
な
り
、
誠
に
異
色
の
日
記
で
あ
る
と
言
え
る
。
抑
日
記
と
い
う
も
の
は
、
ど
こ
か
で
他
人
が
読
む
こ

と
を
期
待
し
て
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
『
台
記
』
に
は
本
来
人
に
言
っ
て
は
な
ら
ず
、
秘
す
べ
き
こ
と
が
露
骨
に
語
ら
れ
て

い
る
。
例
え
ば
、
同
日
記
に
羞
恥
と
思
わ
れ
る
程
の
同
性
愛
の
記
述
が
多
い
こ
と
は
そ
の
一
つ
と
言
え
よ
う
。
実
は
こ
の
五
例
の
「
濫
吹
」

（10）

が
全
部
頼
長
の
自
ら
の
男
色
の
こ
と
を
述
べ
る
の
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
近
年
の
研
究
に
拠
る
と
、
頼
長
の
お
相
手
役
は
貴
族
だ
け
で
も
七

人
に
上
る
。
貴
族
以
外
に
も
視
野
を
広
げ
る
と
、
頼
長
の
相
手
を
勤
め
た
男
た
ち
の
輪
は
更
に
広
が
る
。

確
か
に
『
台
記
』
に
は
、
多
く
の
男
色
関
係
が
子
細
に
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
ど
う
も
当
時
の
貴
族
と
し
て
、
取
り
分
け
不
倫
な

こ
と
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
寧
ろ
当
時
の
一
風
習
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
鳥
羽
上
皇
も
、
後
白
河
上
皇
も
、
頼
長
の
父
・
忠
実

も
、
兄
・
忠
通
も
彼
に
勝
る
と
も
劣
ら
ぬ
男
色
愛
好
者
だ
っ
た
こ
と
か
ら
も
伺
え
る
。
そ
れ
故
当
時
の
人
間
関
係
を
考
え
る
に
は
、
こ
の
男



色
関
係
の
的
確
な
把
握
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
頼
長
の
男
色
の
特
色
は
男
色
の
克
明
な
記
録
を
残
し
た
こ
と
と
、
男
色
に
耽
っ
た
後
に
、
難
解

な
本
を
読
ん
で
い
る
こ
と
に
あ
る
。
更
に
、
「
男
色
の
行
い
」
を
「
濫
吹
」
と
呼
び
、
男
色
の
相
手
を
「
三
品
羽
林
」
等
と
呼
ん
だ
点
に
、
慈

円
の
言
う
よ
う
に
、
彼
が
日
本
一
の
大
学
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
台
記
』
の
「
濫
吹
」
を
挙
げ
る
と
、
次
の
通

り
で
あ
る
。

Ⅲ
五
日
芙
亥
、
或
羽
林
卿
来
、
亥
終
、
良
久
言
談
、
有
二
濫
吹
」
　
人
不
レ
知
、
（
台
記
巻
三
8
5
上
⑰
）

吻
六
日
壬
午
、
或
入
来
、
相
互
行
l
l
濫
吹
」
　
（
同
右
巻
四
1
3
5
下
⑪
）

㈲
夜
間
、
或
卿
三
来
有
二
濫
吹
」
　
（
同
右
巻
五
1
4
2
下
⑩
）

伸
亥
刻
向
＝
華
山
車
義
兵
讃
、
相
楽
、
傾
踪
是
行
二
郵
弊
希
有
之
事
也
、
過
二
夜
半
由
宅
（
同
右
巻
六
1
8
0
下
⑨
）

㈲
入
レ
夜
向
二
華
山
一
逢
レ
讃
、
両
度
行
二
濫
吹
」
　
及
二
天
明
一
掃
　
（
同
右
1
8
1
下
①
）

の
如
く
、
「
濫
吹
」
は
「
男
色
の
行
い
」
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
右
に
分
類
し
た
三
つ
の
意
義
と
異
な
る
様
相
を
示
す
。
但
し
、
常
識

に
外
れ
た
行
為
と
い
う
点
か
ら
考
え
る
と
、
日
の
意
義
に
入
れ
ら
れ
る
方
が
妥
当
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

平
安
時
代
に
於
け
る
「
濫
吹
」
　
の
意
義
分
布
は
次
の
表
四
の
通
り
と
な
る
。

0
日
の
意
義
は
本
来
の
中
国
語
と
一
致
す
る
も
の
で
、
そ
れ
を
踏
襲
し
た
と
言
え
よ
う
。
が
、
臼
の
意
義
は
本
の
中
国
語
に
は
な
く
、
「
悪
」

の
意
識
を
伴
う
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
元
来
の
中
国
語
よ
り
「
悪
」
　
の
方
向
に
下
落
し
た
と
い
う
意
味
変
化
が
起
き
た
の
で
あ
る
。
0
0
の

意
義
は
本
々
の
中
国
語
の
ま
ま
で
用
い
る
が
、
表
四
の
示
す
よ
う
に
使
用
量
が
少
な
く
、
そ
れ
に
平
安
初
期
に
集
中
し
て
い
る
。
一
方
、
日

の
意
義
は
、
巳
に
平
安
初
期
頃
に
発
生
し
た
が
、
一
例
の
み
で
「
臨
時
的
」
　
に
過
ぎ
ず
に
、
平
安
中
期
以
降
に
使
用
量
が
大
い
に
増
え
て
、

つ
い
に
本
義
で
あ
る
0
日
の
方
を
上
回
っ
て
、
中
心
義
と
な
っ
た
。
平
安
初
期
の
「
臨
時
的
」
意
味
か
ら
「
慣
用
的
」
意
味
に
変
わ
っ
た
こ

と
に
な
る
と
言
っ
て
よ
い
。
平
安
時
代
の
「
濫
吹
」
　
は
奈
良
時
代
よ
り
そ
の
使
用
量
の
多
か
っ
た
の
が
意
味
の
変
化
に
大
い
に
関
係
し
て
い

る
と
思
う
。
変
化
し
た
臼
の
意
義
が
「
慣
用
的
」
に
な
っ
た
た
め
、
「
濫
吹
」
は
『
色
葉
芋
類
抄
』
に
於
い
て
闘
乱
部
の
畳
字
と
し
て
収
録
さ

漢
語
の
意
味
変
化
に
つ
い
て
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二

吹1・u
古風濫

計

臼

定

め

ら

み
だ

り

日
定

め

ら

完

ぅ

で

位

に
在

0
定

め

ら

完

ぅ

で

に

で
き

献

文

義意

文

れの れきる れきな 章
た行 たなこ たるJヽlv

ジ

こ鵠 官・ヽ．V
と 官のと ヤ

とと 務の 務にlv ン
に

反
す

る

出
来

事

、
職

務

を

に
、

そ

の

、
職

務

を

、
謙

遜
的

、っ
こ
と

レt′′

1 1 紀本日続

漢

文

1 1 紀後本日

2 1 1 録安代三

3 2 1 格代三栄類

2 2 略要事政

1 1 紀世朝本

2 2 載群野朝

1 1 略紀本日

2 2 紀略桑扶

23 23 文遺安平

6 6 書文院南東書文古本日大

32 32 記右小

9 8 1 記春

1 1 記右中

1 1 記秋長

5 5 記台

1 1 記吉

1 1 集国経

1 1 ㈲寺遠久糾文朝本

1 1 来往衡明

69 58 9 2 計合

れ
て
い
る
次
第
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
「
濫
吹
」
が
闘
乱
の
意
味
を
表
す
こ
と
を
物
語
る
こ
と
に
も
な
る
。
衷
四
に
依
れ
ば
、
平
安
時
代
で

は
、
臼
の
意
義
の
方
は
本
義
で
あ
る
0
0
よ
り
そ
の
使
用
頻
度
が
高
い
が
、
0
日
の
意
義
は
少
量
な
が
ら
存
在
す
る
の
が
事
実
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
平
安
時
代
に
は
本
義
と
転
義
と
が
併
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
に
、
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
「
濫
吹
」
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
よ
う
。



『
吾
妻
鏡
』
　
に
見
え
た
十
六
例
を
全
部
列
挙
し
て
そ
の
意
味
を
考
え
る
。

Ⅲ
今
日
。
伊
豆
山
専
富
捧
二
衆
徒
状
一
馳
－
参
路
次
バ
兵
革
之
間
、
軍
兵
等
以
二
富
山
結
界
之
地
ペ
夢
一
往
反
路
一
之
問
。
狼
籍
不
レ
可
二
断
絶
一
欺
。

鵠
二
之
如
何
云
々
　
（
略
）
仇
可
レ
停
コ
止
諸
人
濫
吹
一
之
旨
。
（
5
1
⑤
）

畑
其
間
互
及
二
過
言
一
忽
欲
レ
企
二
闘
浮
べ
　
（
略
）
愛
義
連
奔
来
叱
二
義
賛
一
云
々
。
依
l
l
入
御
パ
義
澄
勘
二
笹
竺
此
時
争
可
レ
好
二
濫
吹
一
乎
。
若
老

狂
之
所
レ
致
欺
。
　
（
7
3
⑧
）

畑
又
構
二
其
使
節
り
押
二
妨
権
門
庄
民
等
一
此
事
嘗
時
人
庶
之
所
レ
愁
也
。
既
達
二
関
東
御
遠
聞
一
之
間
。
号
二
之
物
狂
女
房
パ
且
停
］
止
彼
濫
吹
パ

且
可
レ
拐
コ
進
相
順
族
一
之
由
　
（
1
4
0
②
）

㈲
繹
門
人
争
現
二
邪
狂
一
哉
。
早
可
レ
停
ヨ
止
如
レ
然
濫
吹
一
之
由
　
（
1
6
3
⑥
）

㈲
被
レ
戯
二
右
府
一
御
吉
日
、
但
平
家
奉
レ
背
レ
君
。
弄
奉
結
l
l
遺
恨
ペ
偏
企
二
濫
吹
一
侯
。
世
以
無
レ
障
候
（
1
8
8
③
）

㈲
且
爵
二
傍
輩
向
後
パ
被
レ
召
表
芸
ハ
身
ペ
且
被
レ
下
二
別
御
便
り
欲
レ
被
レ
停
コ
止
自
由
濫
吹
奏
。
（
2
5
8
⑲
）

の
早
可
レ
塞
二
彼
前
途
ペ
不
レ
然
者
、
訴
二
申
夏
一
由
。
停
コ
止
濫
吹
パ
可
レ
被
レ
越
二
此
山
一
云
々
　
（
3
4
1
⑪
）

㈱
貫
首
与
二
宮
主
一
如
何
。
如
＝
義
仲
パ
有
二
不
レ
措
レ
所
之
者
。
不
レ
出
二
山
門
訴
パ
仰
崇
有
レ
飲
図
時
。
乗
レ
勝
企
二
濫
吹
訴
パ
後
代
濫
吹
。
兼
以

所
二
推
察
一
也
　
（
4
4
0
⑤
）

㈱
所
詮
於
レ
夏
令
二
用
意
一
給
者
。
雄
二
未
代
り
不
レ
可
レ
有
こ
濫
吹
儀
一
之
旨
。
　
（
5
6
0
②
）

㈹
以
本
所
沙
汰
人
等
濫
吹
事
ペ
無
二
左
右
一
難
レ
軍
二
御
裁
許
一
之
由
治
定
。
（
6
6
4
⑨
）

的
被
レ
仰
下
可
レ
撃
世
上
顧
撃
之
団
上
上
。
驚
二
去
夜
騒
動
パ
招
コ
等
義
村
パ
　
（
後
編
2
1
⑦
）

㈹
僧
徒
兵
杖
禁
制
事
。
度
々
被
レ
下
二
輪
旨
一
撃
。
猶
薦
二
自
由
濫
吹
一
者
。
任
レ
法
可
レ
行
者
。
（
2
3
8
⑬
）

㈹
夫
談
二
人
過
一
則
悪
言
来
＝
身
上
パ
企
二
敵
論
一
且
濫
吹
遮
二
眼
前
ペ
　
　
（
2
4
5
④
）

掴
追
二
放
譜
代
書
生
因
所
職
人
パ
之
由
所
々
訴
出
来
間
。
有
二
其
沙
汰
パ
相
墓
守
子
細
バ
憧
可
レ
停
コ
止
件
濫
吹
ペ

漢
語
の
意
味
変
化
に
つ
い
て

（
4
1
7
④
）

三
六
三



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

㈹
諸
御
家
人
等
或
福
二
惣
領
国
背
＝
守
護
人
一
之
間
。
属
二
其
方
ペ
近
年
頻
望
申
絆
巳
疎
略
之
基
也
。
（
4
5
3
③
）

㈹
是
昨
御
出
路
次
供
奉
之
間
。
背
下
被
二
足
下
一
之
旨
が
依
レ
有
二
濫
吹
事
一
也
。
　
（
6
9
7
⑭
）

右
に
挙
げ
た
例
か
ら
「
濫
吹
」
の
使
用
場
面
、
主
体
、
示
す
内
容
を
抽
出
し
、
意
味
を
分
析
し
た
。
そ
の
結
果
を
表
五
の
よ
う
に
纏
め
て
み
た
。

61 51 41 31 21 11 01 9 8 7 6 5 4 3 2 1

事 家 地 結 事 武 解 羽 訴 主 地 平 寺 土 恩 寺

場
件 人 頭 緑 件 士 文 林 訟 人 方 家 領 地 賜 領
の L舌 の 七爪．

の の に へ へ の の 畠
｛

コLIJ
の L手口

処 用 処 任 評 蜂 対 式 の の の 罪 処 要 場 入
分 の

処
分

分 事 議 起 す
る
処
分

処
理

諌 上
表

状
を
い
ぅ

分 の
処
分

面

通 諸 両 僧 僧 武 吉 官 僧 傍 築 平 僧 物 武 武

主

体

重
、
行
佐
（武
士
）

家
人

国
地
頭

呂ィ
l

呂′1 士 田
庄
地
下
沙
汰
人

吏 呂′1 輩
（み
か
た
）

前
太
郎
家
重

家 呂′11
狂
女
房
及
び
使
節

将 士

定 雑 譜 乱 兵 騒 本 儀 騒 軍 横 世 不 不 恩 寺

内

容

め 人 代 n
ノ

杖 L手口 所 式 動 事
＿

行
一

を 法 法 賞 領
ら 書 を の の に を 行 ‾都

乃
郡

＿

L を の
れ 用 生 が 持弓 事 違 企 動 す 腋 段 巡 L舌
た 田 し つ き 務 ン1ノ て の を を つ 入
道 所 t

・
・しヽ て 起 の る 妨 以 以 て 狼

順 職 L手口 こ 妨 碍 打 て て の 籍
に
背

く

人
の
追
放

行 し 碍 開
l一官
庫
∴
押
取
二
所
納
米
一等

寺
領
獲
得

土
地
奪
取

紛
争

違 領 L壬
H

騒 禁 無 違 違 違 軍 違 君 違 遠 儀 不

出

例
の
＿

主
に

暴
な
＿

L舌 制
を

法
の

法 例 法 事
＿＿

法 に
北

法 法 式
に

法
乱の

＿
の
一

の
＿

‾ロ の
＿

日 の の
行 背 行 破 こ 行 行 行 画 行 く 寺 土 外 入 息

昧

動 く
行
烏

＞ヽ つ
た
騒
動

と 馬 Jヽ、・＞ 動 に
反
す
る
行
動

鵠 こ
と

領
拡
張

地
押
妨

れ
た
行
い

の
こ
と



表
五
に
依
れ
ば
、
使
用
場
面
は
相
変
わ
ら
ず
様
々
た
る
こ
と
が
分
る
。
主
体
は
前
の
時
代
の
と
同
じ
く
多
様
化
を
見
せ
て
お
り
、
武
士
社
会

の
反
映
と
も
言
え
る
が
、
武
士
の
方
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。
内
容
は
法
、
戒
、
先
例
、
儀
法
、
秩
序
等
の
よ
う
な
定
め
ら
れ
た
こ
と
を
乱

す
と
な
る
。
そ
の
上
、
そ
の
乱
り
に
対
す
る
処
分
も
伴
っ
て
い
る
。
使
用
場
面
も
主
体
も
内
容
も
平
安
時
代
の
『
小
右
記
』
と
類
似
し
て
、

古
記
録
類
の
継
承
怪
を
伺
わ
せ
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
以
上
の
考
察
に
基
づ
い
て
「
濫
吹
」
の
意
義
を
帰
納
す
れ
ば
、

△
定
め
ら
れ
た
こ
と
に
反
す
る
み
だ
り
の
行
為
と
出
来
事

の
よ
う
に
一
つ
だ
け
と
な
る
。
残
り
の
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
「
濫
吹
」
に
つ
い
て
は
同
じ
方
法
で
考
察
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
い
ず
れ
も
右
に

帰
納
し
た
意
義
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
つ
ま
り
、
鎌
倉
時
代
の
「
濫
吹
」
は
、
平
安
時
代
に
「
悪
」
の
方
向
に
下
落
し

た
と
い
う
変
化
の
起
こ
っ
た
意
義
の
み
で
用
い
ら
れ
て
、
平
安
時
代
に
ま
で
併
存
し
て
い
た
本
々
の
中
国
語
の
意
義
い
わ
ば
本
義
の
方
が
却

っ
て
消
失
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
「
濫
吹
」
は
平
安
時
代
と
い
う
変
化
の
過
度
期
を
経
て
、
鎌
倉
時
代
に
な
っ
て
意
味
が
完
全
に
「
悪
く
」

な
っ
た
と
言
え
よ
う
。
同
じ
日
本
文
献
と
言
う
も
の
の
、
奈
良
と
平
安
、
平
安
と
鎌
倉
三
時
代
の
間
に
そ
れ
ぞ
れ
使
用
量
の
格
差
の
み
な
ら

ず
、
意
味
上
の
時
代
差
も
存
す
る
。
「
濫
吹
」
は
、
完
く
元
来
の
中
国
語
か
ら
離
脱
し
て
、
日
本
語
化
を
遂
げ
て
、
和
化
漢
語
に
変
容
し
た
と

も
言
え
る
。

U御門

鎌
倉
時
代
で
は
、
「
濫
吹
」
は
意
味
の
下
落
と
い
う
変
化
し
た
意
義
だ
け
で
用
い
る
こ
と
が
天
正
十
五
年
写
本
の
『
消
息
詞
』
で
は
標
目
語

「
無
道
」
の
下
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
も
示
唆
さ
れ
る
。
標
目
語
「
無
道
」
の
も
と
に
掲
出
さ
れ
る
語
を
見
れ
ば
、
「
濫
吹
」
は
「
悪
」
の
方

向
に
す
っ
か
り
傾
い
た
意
味
が
一
層
明
白
と
な
る
。
そ
の
「
無
道
」
の
下
に
収
録
す
る
語
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

プ

た

う

　

　

ひ

　

　

　

　

ひ

ほ

う

　

あ

く

さ

や

う

　

　

　

　

　

　

ら

ん

き

や

う

　

ラ

ン

ス

イ

　

　

　

　

　

　

ら

う

せ

き

　

ア

う

ハ

ウ

　

　

　

　

ア

ウ

リ

ヤ

ウ

3
3
無
道
　
非
道
　
非
法
　
悪
行
　
僻
事
　
乱
行
　
濫
吹
　
濫
妨
　
狼
籍
　
押
妨
　
　
押
領
　
（
消
息
詞
）

ヲ
シ
テ
サ
マ
タ
ク

の
如
く
い
ず
れ
も
社
会
の
規
範
に
反
し
て
非
難
す
べ
き
悪
の
行
為
と
出
来
事
で
あ
る
。

以
上
の
考
察
を
通
じ
て
、
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
「
濫
吹
」
は
巳
に
本
義
が
忘
却
さ
れ
て
転
義
の
み
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

そ
れ
で
は
、
意
味
変
化
に
よ
っ
て
消
え
て
い
た
「
濫
吹
」
の
本
来
の
意
味
が
如
何
な
る
表
現
に
よ
っ
て
代
替
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、

漢
語
の
意
味
変
化
に
つ
い
て
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意
味
変
化
に
よ
っ
て
生
じ
た
空
自
が
何
に
よ
っ
て
補
足
さ
れ
る
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
の
用
例
を
見
よ
う
。

三
六
六

△
所
レ
封
其
埋
可
レ
然
、
余
無
二
敢
言
」
　
欲
レ
答
レ
人
誤
還
表
二
吾
恥
」
某
以
小
人
居
二
大
位
一
之
所
レ
致
也
（
台
記
巻
四
1
3
5
下
⑦
）

△
非
器
之
輩
連
々
社
務
之
間
、
社
内
狼
籍
　
（
鎌
倉
遺
文
四
1
4
2
上
⑳
）

の
よ
う
に
文
中
の
波
線
が
付
け
て
あ
る
表
現
、
語
等
に
よ
っ
て
消
失
し
た
本
来
の
中
国
語
の
意
味
が
表
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
見
ら
れ
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
は
更
に
考
究
す
る
必
要
が
あ
る
。

次
に
、
何
故
「
濫
吹
」
は
日
本
文
献
に
於
い
て
意
味
の
下
落
と
い
う
意
味
変
化
が
起
こ
っ
た
の
か
。
そ
の
要
因
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

こ
こ
で
先
ず
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
変
化
し
た
意
味
（
転
義
）
と
本
来
の
意
味
（
本
義
）
と
の
間
に
は
関
連
性
が
内
存
す
る
と
い
う
言
語
内
部

の
要
因
で
あ
る
。
即
ち
、
転
義
と
本
義
と
の
両
者
に
は
、
「
定
め
ら
れ
た
状
態
か
ら
逸
脱
す
る
」
と
い
う
類
似
性
が
共
有
し
て
い
る
た
め
で
あ

る
。
そ
う
い
う
言
語
内
部
の
要
因
を
土
台
に
、
更
に
言
語
外
部
の
要
因
に
よ
る
誘
発
も
加
え
た
結
果
、
意
味
変
化
が
生
じ
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
そ
の
言
語
外
部
の
要
因
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。
以
上
の
考
察
で
明
ら
か
に
な
る
よ
う

に
、
「
濫
吹
」
の
示
す
内
容
は
本
来
の
中
国
語
と
全
く
異
な
り
、
実
に
多
種
多
様
で
、
そ
の
上
秩
序
、
法
、
戒
、
先
例
な
ど
の
よ
う
な
定
め
ら

れ
た
こ
と
を
乱
す
と
い
う
悪
の
行
為
、
出
来
事
か
ら
な
る
も
の
で
あ
る
。
か
か
る
広
範
囲
に
亘
る
悪
の
内
容
を
表
す
の
に
は
、
勿
論
抽
象
度

の
高
い
表
現
が
必
要
と
な
る
。
し
か
し
、
本
来
の
日
本
語
－
和
語
に
は
そ
う
い
う
内
容
を
表
現
す
る
た
め
の
相
応
し
い
語
が
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
た
と
え
有
る
と
し
て
も
、
意
味
変
化
の
生
じ
た
古
記
録
類
は
、
全
文
が
漢
字
で
書
か
れ
る
と
い
う
性
格
か
ら
考
え
る
と
、
和
語
よ

り
漢
語
の
方
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
斯
様
な
言
語
外
部
か
ら
の
必
要
に
よ
っ
て
、
言
語
内
部
の
要
因
を
誘
発
さ
せ
て
意
味
の
変
化
が
実
現
で
き

た
か
と
思
う
。
尚
、
多
様
な
定
め
ら
れ
た
こ
と
を
乱
す
悪
の
行
為
、
出
来
事
を
醸
し
た
の
は
平
安
後
期
か
ら
鎌
倉
時
代
ま
で
の
日
本
社
会
が

激
動
し
て
混
乱
に
陥
っ
て
い
た
と
い
う
社
会
の
背
景
に
も
一
因
を
求
め
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。



五
、
む
す
び

以
上
、
奈
良
、
平
安
、
鎌
倉
時
代
ま
で
の
「
濫
吹
」
に
つ
い
て
、
そ
の
出
自
と
な
る
中
国
語
と
比
較
し
て
、
考
究
を
施
し
て
き
た
。
そ
れ

に
よ
っ
て
次
の
諸
点
が
判
明
し
た
か
と
思
う
。
中
国
語
の
「
濫
吹
」
は
中
国
文
化
、
政
治
等
と
共
に
日
本
に
渡
来
し
て
、
早
く
も
奈
良
時
代

の
日
本
文
献
に
登
場
し
て
い
る
。
漢
語
と
い
う
素
性
の
た
め
、
漢
文
に
の
み
現
れ
て
、
和
文
に
も
和
漢
混
清
文
に
も
そ
の
用
例
が
確
認
さ
れ

て
お
ら
ず
に
終
始
書
記
用
の
常
用
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
元
来
の
中
国
語
と
違
っ
て
、
文
章
ジ
ャ
ン
ル
に
よ

る
使
用
上
の
異
同
が
認
め
ら
れ
る
。
尚
、
意
味
と
し
て
は
、
奈
良
時
代
文
献
と
平
安
時
代
の
漢
詩
文
に
於
け
る
「
濫
吹
」
は
本
の
中
国
語
と

一
致
し
て
、
そ
れ
を
受
容
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
じ
平
安
時
代
の
、
日
本
の
政
治
、
社
会
等
を
詳
細
に
記
す
古
記
録
類
で

は
、
「
濫
吹
」
が
本
来
の
中
国
語
の
意
味
を
継
受
し
た
と
同
時
に
、
平
安
中
期
頃
か
ら
意
味
の
下
落
と
い
う
意
味
変
化
が
発
生
し
た
。
そ
れ
の

み
な
ら
ず
、
変
化
し
た
意
味
が
多
用
さ
れ
、
本
来
の
意
味
に
取
っ
て
替
わ
っ
て
中
心
義
と
な
る
。
と
は
言
う
も
の
の
、
平
安
時
代
に
は
本
来

の
意
味
が
少
量
な
が
ら
残
存
し
て
い
た
。
し
か
し
、
鎌
倉
時
代
に
な
っ
て
終
に
本
の
中
国
語
の
意
味
が
完
全
に
消
え
て
、
変
化
し
た
意
味
だ

け
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
じ
古
記
録
類
と
は
言
え
、
時
代
に
よ
っ
て
意
味
上
の
差
異
が
存
す
る
。
日
本
文
献
に
於
け
る
「
濫
吹
」

が
中
国
文
献
よ
り
多
用
さ
れ
る
の
は
そ
の
意
味
変
化
に
起
因
す
る
の
で
は
な
い
か
。

今
後
、
更
に
資
料
を
増
し
て
所
論
の
補
正
に
努
め
る
と
同
時
に
、
鎌
倉
時
代
以
降
の
「
濫
吹
」
の
意
味
用
法
及
び
そ
の
消
長
を
も
考
究
す

る
。
亦
、
「
濫
吹
」
の
意
味
変
化
の
必
然
性
を
解
明
す
る
た
め
に
、
「
濫
吹
」
と
類
義
関
係
を
成
す
「
乱
行
」
「
濫
妨
」
等
と
の
意
味
関
係
を
明

ら
か
に
す
る
必
要
も
あ
る
。

日
本
文
献
に
於
け
る
「
濫
吹
」
は
そ
の
意
味
変
化
の
た
め
、
そ
の
意
味
が
完
全
に
「
悪
く
」
な
っ
た
。
意
味
の
下
落
と
い
う
変
化
が
生
じ

た
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
に
意
味
の
下
落
し
た
「
濫
吹
」
は
日
本
語
に
於
け
る
漢
語
の
意
味
変
化
の
一
類
型
と
考
え
ら
れ
る
。
か
か
る
類
型

（12）

に
属
す
る
と
思
わ
れ
る
漢
語
と
し
て
「
張
本
」

漢
語
の
意
味
変
化
に
つ
い
て

（13）　　　　　　　　　　　（14）

「
喧
嘩
」
　
「
言
語
道
断
」
「
因
果
」
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
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三
六
八

日
本
語
の
語
彙
史
、
意
味
史
の
研
究
を
行
う
に
は
、
漢
語
の
意
味
変
化
は
等
閑
視
し
て
い
ら
れ
な
い
研
究
課
題
と
な
る
。
以
上
の
如
き
方

法
を
以
て
個
々
の
漢
語
を
考
究
し
て
、
多
様
な
漢
語
の
意
味
変
化
か
ら
そ
の
法
則
性
を
抽
出
、
分
類
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
漢
語
の
意
味
変

化
の
全
容
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

注（
1
）
　
近
年
、
漢
語
の
意
味
変
化
の
類
型
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
と
す
る
論
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
大
石
亨
「
御
伽
草
子
の
漢
語
に
つ
い
て
の
一
考

察
」
（
『
語
文
』
　
（
大
阪
大
学
）
四
四
号
、
昭
5
9
年
）
、
小
野
正
弘
「
中
立
的
意
味
を
持
つ
語
の
意
味
変
化
の
方
向
に
つ
い
て
」
（
『
国
語
学
』
一
四
一
集
、

昭
6
0
年
）
　
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（2）（3）（4）

（5）（6）（7）（8）（9）（10）

11213141

諸
橋
轍
次
『
大
漢
和
辞
典
』
七
巻
　
（
大
修
館
書
店
）

池
上
嘉
彦
『
意
味
の
世
界
』
　
の
第
五
章
「
意
味
の
変
化
」
　
（
昭
6
3
年
、
日
本
放
送
出
版
会
）

田
中
章
夫
『
国
語
語
彙
論
』
　
の
第
十
章
「
語
彙
の
変
化
」
　
（
昭
5
3
年
、
明
治
書
院
）
等

［
濫
吹
］
虚
在
其
位
、
名
不
副
費
（
『
辞
源
』
商
務
印
書
館
）
　
の
意
味
記
述
と
合
致
す
る

現
行
の
現
代
中
国
語
辞
書
に
は
「
濫
等
充
数
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
「
濫
吹
」
が
載
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
伺
え
る

三
保
忠
夫
「
色
葉
芋
類
抄
畳
字
門
語
彙
に
つ
い
て
の
試
論
－
　
「
闘
乱
部
」
語
彙
の
場
合
－
」
（
『
国
語
語
彙
史
の
研
究
』
八
、
昭
6
2
・
1
1
・
加
彗
和
泉

書
院
）山

田
俊
雄
「
色
葉
芋
類
抄
畳
字
門
の
訓
読
の
語
の
性
格
－
古
辞
書
研
究
の
意
義
に
ふ
れ
て
1
」
（
『
成
城
文
芸
』
第
三
号
、
昭
甲
4
）
、
亦
、
「
色

葉
芋
類
抄
畳
字
門
の
漢
語
と
そ
の
用
字
－
そ
の
二
訓
読
の
欝
－
」
　
（
『
成
城
文
芸
』
第
三
十
九
号
、
昭
4
0
・
5
）

柴
田
省
三
『
語
彙
論
』
英
語
学
大
系
第
七
巻
の
一
「
語
彙
研
究
の
先
駆
者
た
ち
」
（
肌
・
5
・
1
、
大
修
館
書
店
）

同
（
8
）

五
味
文
彦
『
院
政
期
社
会
の
研
究
』
（
昭
5
9
・
1
1
・
輿
山
川
出
版
社
）
　
に
於
い
て
、
「
源
成
雅
、
藤
原
忠
通
、
藤
原
公
能
、
藤
原
隆
李
、
藤
原
家

明
、
藤
原
成
親
」
と
い
う
七
人
の
貴
公
子
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

『
消
息
詞
』
は
大
蔵
卿
菅
原
鳥
長
作
、
鎌
倉
時
代
に
成
立
し
た
と
言
わ
れ
る
。
（
『
日
本
教
科
書
大
系
・
往
来
篇
』
二
の
解
題
に
拠
る
）

拙
稿
「
「
張
本
」
小
考
－
漢
語
研
究
の
一
間
題
と
し
て
ー
」
　
（
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
第
九
十
一
韓
、
平
5
・
3
・
3
1
）

西
村
浩
子
「
「
ケ
ン
カ
」
の
始
ま
り
」
　
（
『
小
林
芳
規
博
士
退
官
記
念
国
語
学
論
集
』
平
4
、
汲
古
書
院
）

小
野
正
弘
「
「
因
果
」
と
「
果
報
」
の
語
史
－
甲
立
的
意
味
の
マ
イ
ナ
ス
化
と
プ
ラ
ス
化
－
」
　
（
『
国
語
学
研
究
』
2
4
、
昭
5
9
）



検
索
文
献

本
稿
の
為
に
調
べ
た
中
日
両
国
の
文
献
は
、
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
第
十
六
韓
に
収
め
ら
れ
て
い
る
拙
稿
「
「
成
敗
」
小
考
－
意
味
の
違
用
〃
の
一
例
と

し
て
－
」
と
同
じ
く
し
て
、
そ
れ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

［
付
記
］本

稿
は
平
成
六
年
度
鎌
倉
時
代
語
研
究
集
会
に
於
け
る
口
頭
発
表
を
も
と
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
、
小
林
芳
規
先
生
、
原
卓
志
氏
よ
り
貴

重
な
御
教
示
を
賜
わ
り
、
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
。
又
、
論
を
成
す
に
あ
た
り
、
小
林
芳
規
先
生
、
室
山
敏
昭
先
生
に
は
終
始
暖
か
い
御
教
導
を

賜
わ
っ
た
。
こ
こ
に
銘
記
し
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

佐
々
木
峻
先
生
に
は
学
生
時
代
よ
り
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
を
始
め
、
諸
の
機
会
に
於
い
て
多
年
に
亘
っ
て
御
指
導
を
賜
わ
っ
た
上
、
公
私
共
に
色
々

と
御
世
話
に
な
っ
た
。
こ
の
拙
い
一
文
を
捧
げ
、
謹
ん
で
先
生
の
御
冥
福
を
御
祈
り
申
し
上
げ
る
。

漢
語
の
意
味
変
化
に
つ
い
て

三
六
九




